
議
員
提
出
第
十
八
号
議
案

地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
及
び
税
財
源
の
拡
充
強
化
に
関
す
る
意
見
書

国
の
来
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
改
革
で
大
き
く
削
減
さ
れ
た
地
方
交
付
税

を
復
元
し
、
一
兆
一
千
億
円
余
が
増
額
さ
れ
た
も
の
の
、
事
項
要
求
の
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
現
は

年
末
の
予
算
折
衝
に
向
け
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

こ
れ
ま
で
県
や
県
内
自
治
体
に
お
い
て
は
、
削
減
数
で
約
七
割
に
も
及
ぶ
市
町
村
合
併
の
推
進
、
国
の
目

標
値
を
上
回
る
職
員
定
数
の
削
減
、
廃
止
・
売
却
を
含
む
大
規
模
施
設
等
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
、
痛
み
を

伴
い
な
が
ら
行
財
政
改
革
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
地
方
の
努
力
は
三
位
一
体

改
革
に
伴
う
五
兆
一
千
億
円
に
及
ぶ
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
り
大
き
く
減
殺
さ
れ
、
そ
の
後
も
景
気
低
迷

に
よ
る
法
人
二
税
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の
累
増
に
よ
り
、
今
や
地
方
財
政
の
厳

し
さ
は
極
限
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
が
自
立
的
に
運
営
で
き
る
税
財
政
基
盤
を
確
立
で
き
る

よ
う
、
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
強
化
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
強
く
求
め
る
。

一

来
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
自
治
体
間
の
財
政
力
格
差
を
是
正
し
、
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
を
行
う
こ
と
。

特
に
経
済
状
況
の
実
態
を
踏
ま
え
た
地
方
税
収
の
減
少
を
的
確
に
見
込
む
と
と
も
に
、
社
会
保
障
関
係

費
等
の
義
務
的
経
費
な
ど
地
方
の
財
政
需
要
を
確
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

二

地
方
が
担
う
べ
き
事
務
と
責
任
に
応
じ
た
税
財
政
制
度
を
構
築
し
、
地
方
の
自
主
・
自
立
的
な
行
財
政

運
営
を
可
能
と
す
る
確
か
な
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
を
見
直
し
、
地

方
税
を
充
実
す
る
こ
と
。

ま
た
、
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る
場
合
の
代
替
財
源
や
国
の
政
策
に
伴
う
地
方
負
担
の
あ
り
方
の
検
討

に
お
い
て
は
、
国
が
一
方
的
に
決
定
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
地
方
と
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

三

来
年
度
に
お
け
る
地
方
財
政
収
支
の
財
源
不
足
額
が
十
三
兆
四
千
億
円
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
財
源
不
足
の
補
て
ん
に
か
か
る
国
負
担
分
相
当
額
に
つ
い
て
、
法
定
率
を
引
上
げ
三
年
間
こ
れ
を

固
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
方
負
担
分
相
当
額
に
つ

い
て
は
、
地
方
債
残
高
の
増
嵩
に
配
意
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
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